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ナマコ類の一種グミ (Cucumaria echinata) 由来のカルシウム依存性レクチンが 4種類 (CEL-1, 11, 111, IV) 知られ
ている。 CEL-1, 111, IV は血球凝集反応を示すが、 CEL-III のみが赤血球膜に膜孔を形成し、細胞内外の浸透圧差を
破壊することにより細胞を死に至らしめる溶血反応を示す。





により CEL-III を精製した。 PEG8000 を沈殿剤とした条件により CEL-I1I の単結晶を得ることに成功し、放射光施
設 Photon Factory、 Spring-8 で X 線回折強度データを収集した。鉛の異常分散効果を用いた単一波長同形置換法に
より初期位相を得、モデルの精密化を行った結果、分解能1.7Âで CEL-I1I 単体の立体構造を決定した。
CEL-III は明瞭な 3 つのドメインから構成されていた。 (QXW)sドメインに相当する N 末端側の 2 つの相同的ド
メインは擬似 3 回対称を持った ß -trefoil フォールドであるが、各サブドメインにカルシウムが結合している点がファ
ミリー内の構造既知のタンパク質には見られない新規の特徴で、あった。植物由来のカル、ンウム非依存性レクチンであ
るリシン B 鎖との構造的類似性からこのサブドメインは糖結合サイトであることが考えられるが、 CEL-III はリシン
と異なリカルシウムを介した糖との結合が予想された。 C 末端側のオリゴマー化ドメインは 2 つの α ヘリックスと 1








の蛋白質は 3 つのドメインからなる新しい構造であることが明らかになった。その内の 2 つのドメインは相同性が高
く、それぞれは内部に 3 回対称を有する。その立体構造から、この相同な 2 つのドメインにはカルシウムイオンと芳
香族アミノ酸が糖の結合に関与している糖結合領域があることを明らかにした。また、この蛋白質は赤血球細胞を破
壊(溶血)する性質も持っている。糖結合ドメインによる赤血球表面への結合とそれに続くドメインの再配列、 2本
の α ヘリックスのベータ構造への変換、分子間ベータ構造形成による 6 量体化と膜貫通孔形成によって、低分子量化
合物が自由に赤血球膜を通過出来るようになる。その結果細胞破壊に至ることによって溶血が起こることを提案した。
この研究は溶血現象の解明に大きく貢献するものであり、博士(理学)の学位に値するものであると認める。
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